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最
近
、
日
本
の
ス
キ
ー
場
や
温
泉
地
を
訪

れ
る
外
国
人
観
光
客
に
関
す
る
話
題
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
私
が
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド

に
し
て
い
る
長
野
県
野
沢
温
泉
村
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
ス
キ
ー
客
が「
長
期
の

夏
休
み
」を
過
ご
す
人
気
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
こ
数
年

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
以
外
か
ら
も
観
光
客

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ス
キ
ー
を
楽

し
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
ゲ
レ
ン
デ
や
温
泉

で
外
国
人
ス
キ
ー
客
が
急
速
に
増
え
て
い

る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
と

し
て
調
査
を
始
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
に
惹
か
れ
て
日
本
の
ス
キ
ー

場
を
訪
れ
て
い
る
な
か
、
特
に
野
沢
温
泉
村

に
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
訪
れ
て
い
る
外
国

人
は
、
伝
統
的
な
町
並
み
や
海
外
で
は
珍
し

い
温
泉
を
楽
し
め
る
こ
と
に
も
魅
力
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
外
国
人
ス
キ
ー
客
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
に
よ
る
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
や
移
住
す
る
外
国
人
も
予
想
外
に
急
増

し
、
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
課
題
が
地

域
社
会
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
私

の
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
生
た
ち
と
一
緒
に

野
沢
温
泉
村
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い（
右
上
の
写
真
は
現
地
を
訪
れ
た
ゼ
ミ
生

た
ち
で
す
）、
野
沢
温
泉
村
に
お
け
る
観
光

の
現
状
を
継
続
し
て
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
す
る
研
究
を
進
め

る
こ
と
で
、
外
国
人
観
光
客
や
外
国
人
住
民

と
地
域
住
民
が
、
観
光
地
に
お
い
て
共
生
す

る
可
能
性
を
模
索
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
各

地
の
観
光
地
に
対
し
て
、
有
益
な
ヒ
ン
ト
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
の
ほ
か
に
、
私
は
観
光
学
科
で「
観

光
特
論（
英
語
）」
と
い
う
講
義
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
観
光
に
関
す

る
専
門
用
語
や
基
礎
概
念
を
英
語
で
学
習

し
つ
つ
、
観
光
に
つ
い
て
英
語
で
書
か
れ
た

新
聞
記
事
や
論
文
を
読
み
進
め
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
観
光
を
分
析
し
研
究
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
英
語
の
必
要

性
と
活
用
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

急増する外国人観光客との共生を模索する
韓 志昊 観光学科 教授
Han Jiho

地
域
社
会 
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

巻 頭 企 画

立教大学観光学部は、観光学科と

交流文化学科によって構成されています。

ここでは、ふたつの学科の教員による

取り組みに着目し、その特色を紹介します。
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右
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
ど
こ
で
撮
影
さ
れ

た
か
分
か
り
ま
す
か
？ 

上
の
写
真
に
は
、

漢
字
が
目
立
つ
派
手
な
看
板
と
、
そ
の
下
を

歩
く
東
洋
系
の
顔
立
ち
を
し
た
人
や
ア
フ

リ
カ
系
の
少
年
が
写
っ
て
い
ま
す
。
下
の
写

真
に
は
、
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
に
色

鮮
や
か
な
店
構
え
、
手
入
れ
さ
れ
た
街
路
樹

の
間
に
と
こ
ろ
狭
し
と
停
め
ら
れ
た
バ
イ

ク
が
見
え
ま
す
。

　

実
は
上
の
写
真
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
、
下

の
写
真
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
、
現

地
調
査
の
最
中
に
私
が
撮
影
し
た
も
の
で

す（
よ
く
見
る
と
上
の
写
真
に
は
フ
ラ
ン
ス

語
、
下
の
写
真
に
は
ベ
ト
ナ
ム
語
が
写
り
込

ん
で
い
ま
す
）。
パ
リ
に
は
、
特
に
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
終
結
を
契
機
に
そ
れ
ま
で
現
地

で
暮
ら
し
て
い
た
華
僑
が
多
く
移
り
住
み
、

他
方
ベ
ト
ナ
ム
は
、
19
世
紀
か
ら
フ
ラ
ン
ス

の
統
治
下
に
置
か
れ
、
な
か
で
も
ホ
ー
チ
ミ

ン
は「
東
洋
の
パ
リ
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
フ

ラ
ン
ス
化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
都
市
は
、
歴
史
的
な
出
来
事

を
背
景
に
移
動
し
た
人
び
と
に
よ
っ
て
特

徴
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、

観
光
客
と
い
う
存
在
も
都
市
の
性
格
に
影

響
を
与
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
の
関
心
は
、

観
光
の
進
展
に
よ
っ
て
生
活
空
間
に
観
光

が
浸
透
し
て
い
く
過
程
や
、
そ
こ
か
ら
見
え

て
く
る
都
市
の
特
徴
を
、
景
観
や
地
図
を
手

が
か
り
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　

交
流
文
化
学
科
で
は
、「
観
光
地
理
学
」

と「
外
国
地
誌（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）」の
講
義
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も「
外
国
地
誌
」

で
は
パ
リ
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
現
地
で
撮

影
し
た
景
観
写
真
と
精
密
な
都
市
地
図
を

活
用
し
な
が
ら
、
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は

異
な
る
パ
リ
の
日
常
や
人
び
と
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
地
理
学
で「
巡
検
」
と
呼
ば
れ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
地
図
を
組
み
合
わ
せ

た
地
域
調
査
の
方
法
で
す
。
写
真
で
示
し
た

よ
う
な
何
気
な
い
街
角
の
風
景
も
、
現
地
を

歩
き
ま
わ
る「
虫
の
眼
」と
地
図
が
持
つ「
鳥

の
眼
」の
両
方
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
そ
の

土
地
の
成
り
立
ち
や
特
色
が
強
く
投
影
さ
れ

た
場
所
と
し
て
、
私
た
ち
に
迫
っ
て
き
ま
す
。

現地調査と地図を手がかりに
観光空間と向き合う
松村 公明 交流文化学科 教授
Matsumura Koumei

 

フ
ラ
ン
ス   

ベ
ト
ナ
ム
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演習（ ゼミ ）

ビジネスとしての観光 地域社会における観光 文化現象としての観光

観光学科 交流文化学科 観
光
学
部

C
ollege of  Tourism

立
教
大
学
で

「
観
光
学
を
学
ぶ
」

と
い
う
こ
と

会
と
観
光
は
実
は
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

第
三
に「
文
化
現
象
と
し
て
の
観
光
」と

い
う
視
点
で
す
。
そ
も
そ
も
人
び
と
が
生
活

の
場
を
離
れ
て
観
光
に
出
か
け
る
と
い
う

行
為
は
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観
に
支
え
ら
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
世
界
中
の

人
び
と
が
世
界
中
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
何
か

新
し
い
も
の
の
見
方
や
考
え
方
、
行
動
様
式

が
生
み
出
さ
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
光
の
現
場
を
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
複

数
の
文
化
が
遭
遇
と
接
触
を
繰
り
返
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

立
教
大
学
観
光
学
部
で
は
、
大
き
く
分
け

て
3
つ
の
視
点
か
ら
観
光
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

　

第
一
に「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
観
光
」と

い
う
視
点
で
す
。
例
え
ば
、
連
日
報
道
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
日
本
に
は
多
く
の
外
国
人

観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
飛
行
機

や
ク
ル
ー
ズ
船
で
来
日
し
、
ホ
テ
ル
や
旅

館
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら

滞
在
し
、
新
幹
線
や
貸
切
バ
ス
だ
け
で
な
く

ロ
ー
カ
ル
線
や
レ
ン
タ
カ
ー
を
駆
使
し
て

移
動
し
、
買
い
も
の
を
し
た
り
日
本
文
化
を

体
験
し
た
り
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は

実
に
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

第
二
に「
地
域
社
会
に
お
け
る
観
光
」と

い
う
視
点
で
す
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
り

多
く
の
観
光
客
が
観
光
地
を
訪
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
観
光
地
に
ど
の
よ
う

な
施
設
や
設
備
が
あ
る
と
観
光
客
は
楽
し
さ

や
居
心
地
の
よ
さ
を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
あ
る
い
は
、
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
こ

と
で
、
観
光
地
の
社
会
や
文
化
に
は
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
社

　

観
光
学
部
は
観
光
学
科
と
交
流
文
化
学

科
の
2
学
科
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
に
示
し
た
3
つ
の
視
点
の
う
ち
、
主
に

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
観
光
」に
つ
い
て
学

ぶ
の
が
観
光
学
科
で
、
主
に「
文
化
現
象
と

し
て
の
観
光
」に
つ
い
て
学
ぶ
の
が
交
流
文

化
学
科
で
す
。「
地
域
社
会
に
お
け
る
観
光
」

に
つ
い
て
は
、
観
光
学
科
と
交
流
文
化
学
科

の
両
方
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
観
光

学
科
は「
地
域
づ
く
り
」
に
、
交
流
文
化
学

科
は「
地
域
の
あ
り
よ
う
」に
そ
れ
ぞ
れ
力

点
を
置
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

な
お
、
観
光
学
科
の
学
生
は
交
流
文
化
学

科
の
科
目
を
、
交
流
文
化
学
科
の
学
生
は
観

光
学
科
の
科
目
を
、
自
ら
の
関
心
に
沿
っ
て

履
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

経営学総論　　　　　観光事業論　　　　　観光経済学 交流文化研究（ 地理学・文化人類学・社会学・文学 ）

サービス・マネジメント
ホテルアセットマネジメント論

ホスピタリティ産業経営

観光とジェンダー　
観光と国際協力

トラベルジャーナリズム論

観光地運営管理論
観光行政法

都市型エンターテインメント論

地域文化と観光　
国際観光と地域交流

観光地域社会論

観光ビジネス概論
宿泊産業概論
旅行産業論

観光交通論（ 鉄道・航空 ）
外食産業論

マーケティング総論

観光人類学
観光社会学
観光と文化
観光と宗教
紀行文学論

エスニックツーリズム論

国際観光政策論
観光計画論
都市観光論
観光施設論
観光行動論

エコツーリズム論

観光地理学
米国欧州観光論

アジア太平洋観光論
途上国の観光事業

外国地誌
ヘリテージツーリズム論

卒業研究指導　卒業論文

演習（ ゼミ ）

経団連インターンシップ　観光インターンシップ

早期体験プログラム

観光概論　観光調査・研究法入門　観光史

※掲載科目は一部です。観光学部の全開講科目については、「立教大学　シラバス・時間割検索システム」 https://sy.rikkyo.ac.jp/timetable/　をご覧ください。
　なお、「早期体験プログラム」（1年次）、「演習」（2・3年次）、「経団連インターンシップ」（3年次）、「観光インターンシップ」（3年次）の履修には選考が伴います。

3
つ
の
視
点

2
つ
の
学
科

4
年

2
年

1
年

3
年
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私
た
ち
は
、
人
や
モ
ノ
、
情
報
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に

行
き
交
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
人
が
移
動
す
る
と
経
済
効
果
が
生
ま
れ
地
域

振
興
に
繋
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
旅
行
者
と
受
け
入

れ
側
の
人
び
と
と
の
交
流
は
新
た
な
文
化
を
生
む
源

泉
と
な
り
ま
す
。
旅
行
者
に
と
っ
て
も
、
生
活
圏
を

離
れ
た
地
を
訪
れ
る
こ
と
で
知
的
好
奇
心
が
刺
激
さ

れ
、
自
ら
の
生
活
文
化
の
良
さ
に
改
め
て
気
づ
く
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
は
や
私
た
ち
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
言

え
る
観
光
の
形
態
は
、
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
現
代
の
日
本
で
い
え
ば
、“
見
る
観

光
”
か
ら“
体
験
す
る
観
光
”
へ
と
ウ
エ
イ
ト
が
移

行
す
る
中
で
伝
統
文
化
に
改
め
て
目
が
向
け
ら
れ
た

り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
都
市
型
の
新
し
い
形
態
の

観
光
が
誕
生
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
観
光
は
、
ま
さ

に「
現
代
社
会
を
映
し
出
す
鏡
」な
の
で
す
。

　

観
光
学
は
、
こ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
て
現
代
的
な
社

会
現
象
で
あ
る
観
光
の
影
響
や
効
果
の
解
明
、
新
た

な
観
光
形
態
が
誕
生
し
た
背
景
や
現
状
の
分
析
な
ど

を
と
お
し
て
、現
代
社
会
や
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り

方
、
さ
ら
に
は
人
間
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
よ
う
と
す
る
学
問
で
す
。

　

日
本
の
4
年
制
大
学
で
も
っ
と
も
長
い
観
光
教
育

の
歴
史
を
持
つ
立
教
大
学
は
、
常
に
日
本
の
観
光
教

育
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、
国
内
の

み
な
ら
ず
世
界
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
伝
統
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
た
観
光
学
部

で
は
、
旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
観
光

を
と
お
し
て
魅
力
的
な
社
会
を
創
る
、
さ
ら
に
は
人

び
と
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か

を
追
求
し
、
理
論
と
実
践
を
両
輪
と
し
て
、
新
し
い

社
会
を
創
り
上
げ
る
挑
戦
を
し
ま
す
。
そ
の
主
役
は

皆
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
、
伝
統
あ
る
立
教
大
学

観
光
学
部
で
学
び
、
日
本
を
、
そ
し
て
世
界
を
変
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

観
光
は
現
代
社
会
を
映
し
出
す
鏡

観
光
学
部
の
あ
ゆ
み

橋本 俊哉 観光学部長
Hashimoto Toshiya

観光学部での 4 年間

観光学を
学ぶ楽しさを知る

RIKKYO Learning Style

観光学を
深く掘り下げる

観光学を
ひろく理解する

観光学部での
学びをまとめる

1年次 3 年次2 年次 4 年次

導入期 形成期 完成期

1
9
4
6
年

1
9
6
6
年

1
9
6
7
年

1
9
9
8
年

2
0
0
3
年

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

2
0
0
9
年

2
0
1
0
年

2
0
1
2
年

2
0
1
4
年

2
0
1
7
年

2
0
1
8
年

立
教
大
学
に「
ホ
テ
ル
講
座
」が

開
設
さ
れ
る

社
会
学
部
産
業
関
係
学
科
に

「
ホ
テ
ル
・
観
光
コ
ー
ス
」が
開
設
さ
れ
る

ホ
テ
ル
・
観
光
コ
ー
ス
が「
観
光
学
科
」と

し
て
独
立
し
、
日
本
初
の
4
年
制

観
光
教
育
・
研
究
機
関
と
な
る

観
光
学
科
が「
観
光
学
部
」と
し
て

独
立
し
、
日
本
初
の
観
光
学
部
と
な
る

ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校（
ア
メ
リ
カ
）と

協
定
締
結

観
光
学
部
に「
交
流
文
化
学
科
」が

開
設
さ
れ
、
観
光
学
科
と
交
流
文
化
学
科

の
2
学
科
体
制
と
な
る

ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
・

社
会
科
学
人
文
科
学
大
学（
ベ
ト
ナ
ム
）

と
協
定
締
結

中
山
大
学（
中
国
）と
協
定
締
結

ラ
オ
ス
国
立
大
学（
ラ
オ
ス
）と

協
定
締
結

北
京
外
国
語
大
学（
中
国
）と
協
定
締
結

マ
ラ
ヤ
大
学（
マ
レ
ー
シ
ア
）と

協
定
締
結

漢
陽
大
学（
韓
国
）と
協
定
締
結

韓
国
外
国
語
大
学（
韓
国
）と
協
定
締
結

タ
マ
サ
ー
ト
大
学（
タ
イ
）と
協
定
締
結

モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学（
モ
ン
ゴ
ル
）と

協
定
締
結

チ
ェ
ン
マ
イ
大
学（
タ
イ
）と
協
定
締
結

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

と
協
定
締
結

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学（
タ
イ
）と

協
定
締
結

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学

（
ア
メ
リ
カ
）と
協
定
締
結

観
光
学
部
創
立
20
周
年
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学
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

観
光
学
部
で
の
4
年
間



　

観
光
学
部
で
の
学
び
は
、
観
光
学
と
い
う
学
問
の「
楽
し
さ
」

や「
奥
深
さ
」を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
1
年

次
の
春
学
期（R

IK
K

Y
O

 Learning Style

の「
導
入
期
」に
相

当
）
に
は「
観
光
概
論
」
と「
観
光
調
査
・
研
究
法
入
門
」
を
、
秋

学
期（R

IK
K

Y
O

 Learning Style

の「
形
成
期
」
に
相
当
）
に

は「
観
光
史
」を
そ
れ
ぞ
れ
必
修
科
目
と
し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、観
光
学
科
の
学
生
は「
観
光
事
業
論
」、「
観
光
経
済
学
」、

「
経
営
学
総
論
」な
ど
を
、
交
流
文
化
学
科
の
学
生
は「
交
流
文
化

論
」、「
交
流
文
化
研
究（
地
理
学
）」、「
同（
文
化
人
類
学
）」、「
同

（
社
会
学
）」、「
同（
文
学
）」
な
ど
を
、
選
択
科
目
と
し
て
学
び
、

観
光
学
の
基
礎
を
固
め
ま
す
。

　

観
光
学
部
で
の
1
年
目
は
、
こ
れ
ら
基
礎
科
目
を
通
じ
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
観
光
学
の
学
び
を
よ
り
有
意
義
か
つ
効
果
的
に
す
る

た
め
の「
土
台
づ
く
り
」を
行
う
期
間
だ
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
意

欲
的
な
学
生
は
、
海
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
と
お
し
て
観

光
現
象
の「
リ
ア
ル
な
現
場
」
を
直
接
体
験
す
る「
早
期
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
」に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
立
教
大
学
で
は
学
部
を
問
わ
ず
、「
全
学
共
通
科
目
」と

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」を
設
け
て
い
ま
す
。「
全

学
共
通
科
目
」は
総
合
系
科
目
と
言
語
系
科
目
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、RIK

K
Y

O
 Learning Style

に
も
と
づ
い
て
4
年
間
で

段
階
的
な
学
習
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
「
早
期
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
は
、
主
に
海
外
で

1
週
間
程
度
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
観
光
現
象
の
現
場

を
直
接
体
験
す
る
と
と
も

に
、
観
光
を
と
お
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
の

実
状
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は

複
数
の
コ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
て
お
り（
コ
ー
ス
は
毎

年
度
異
な
り
ま
す
）、
全

コ
ー
ス
と
も
観
光
学
部
の

教
員
が
事
前
学
習
、
現
地

引
率
、
事
後
指
導
を
担
当

し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
現
場
体
験
と
少

人
数
教
育
を
と
お
し
て
、
観
光
を
学
問
的
に
捉
え
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
理
解
し
、
今
日
に
お
け
る
観
光
の
役
割
を
考
え
る
た
め

の
基
礎
的
な
視
点
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

な
お
、「
早
期
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
1
年
次
の
み
受
講
可
能
で
、

人
数
制
限
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
が
必
要
で
す
。

　
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」は
、
す
べ
て
の
立
教
大

学
生
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
割
り
当
て
、
大
学
に
お

け
る
学
習
全
般
に
関
す
る
助
言
、
指
導
、
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
も

の
で
す
。
観
光
学
部
で
は
、
1
年
次「
観
光
調
査
・
研
究
法
入
門
」

の
ク
ラ
ス
担
当
教
員
の
ほ
か
、
2
・
3
年
次「
演
習
」
の
担
当
教
員

が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
て
、
学
生
へ
の
対
応
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
1
年
次
に
お

け
る
学
び
の
効
果
を
高

め
る
た
め
、
実
際
に
観
光

の
現
場
で
働
い
て
い
る

方
々
や
、
海
外
の
大
学
か

ら
観
光
学
者
た
ち
を
招

い
て
、
年
に
複
数
回「
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
講
演
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

観
光
学
部
で
は
、
講
演

会
の
ほ
か
に
も
学
生
と

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
交
流
す
る
機
会
を
設
け
て
お
り
、1
年
次
の
学
生
が
ス
ム
ー

ズ
に
大
学
生
活
に
な
じ
め
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

学びの特徴

早
期
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

・フ ラ ン ス（ 文 学 的 記 憶 と 町 の イ

メージ ）

・ポーランド（ 光を見る観光／闇を

見る観光 ）

・パラオ（ パラオにおける観光の特

徴と歴史資源の位置づけ ）

・カンボジア（ 世界遺産アンコール

遺跡群の観光化 ）

・ホーチミン（ 市場をめぐる生活空

間と都市観光 ）

・ハノイ（ ハノイの観光の現状と課

題：旧市街地の魅力発掘 ）

・タイ（ タマサート大の学生と学ぶ

観光都市バンコクの多面性 ）

・台 湾（ 植 民 地 期 建 築 の 保 存 と 活 

用：アート施設への再生を中心に）

・韓国（ 学生交流、住民参加による

地域の観光活動について学ぶ ）

2017年度 コース一覧
（ コーステーマ ）

・「 日 本 と 海 外 の ホ ス ピ タ リ テ ィ 産 業 を 学

ぶ：留学 を 経 て 挑 む もの 」根 来 葉 子（KPG 

HOTEL&RESORTS Kafuu Resort Hotel 

Fuchaku CONDO・HOTEL　人事部 ）

・「 キャリアデザインの考え方 」山田 稔（ 一般社

団法人　国際人育成支援協会　理事 ）

・「 The Brand Image of  Hawai i  as  a 

Tourist Destination 」Dr. Russell Uyeno

（Department of Urban and Regional 

P lann ing/Un ivers i ty  o f  Hawa i i  a t 

Manoa ）

・「 パリ：都市の記憶 」石井 洋二郎（ 東京大学理

事・副学長、同名誉教授 ）

・「 離島における地域づくり・人づくり：長崎県

対馬市の取組み 」前田 剛（ 対馬市しまづくり

推進部主任 ）

2017年度 講演会一覧
（肩書は講演会開催当時）

1
年
次

First year

観
光
学
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
知
る

身のまわりの物事から観光を
考えるようになりました

高校での課題が観光学部への
進学に繋がりました

　高校生の頃から旅行が好きで、自分でチケットを手配し

て国内旅行に出かけていました。こうした経験を重ねてい

くうちに観光と関係する仕事に興味を持ち始め、学習面で

のニーズと合致していた立教大学観光学部への進学を決め

ました。

　1 年次に参加できる「 早期体験プログラム 」は、観光学を

学び始めた段階で、実際に海外の現場へ出かけて勉強でき

るという点でとても魅力的でした。このプログラムでパラ

オを訪れましたが、美しい景観にもとづく観光地づくりが

行われているだけでなく、戦争体験を伝える手段として観

光が活用されていることを知りました。また、現地の人び

ととの交流も印象に残っています。

　観光学部で観光学を専門的に学ぶようになってからは、

身のまわりにあるちょっとした風景や名物などの日常的な

物事に対しても、観光との繋がりを考えるようになるなど、

勉学に対して積極的に取り組むようになりました。

　高校 1 年生の時に、自分が行きたい国のツアープランを

考えて発表するという課題が地理の授業であったのです

が、この課題に取り組んでいくうちに、自分の学びたい学

問が観光学であることに気づきました。これが立教大学観

光学部に進学した大きなきっかけです。

　もともと外国の文化にも興味があり、大学入学後は何ら

かの海外研修に参加したいと考えていました。そうしたな

か、国外の事例を実見しながら、観光の実状や観光化に伴っ

て発生する課題について学ぶ「 早期体験プログラム 」の存

在を知り、観光学部ならではの貴重な学習機会になると考

え、参加を決めました。

　早期体験プログラムは事前学習が充実しており、訪問先

であるカンボジアのアンコール遺跡群の修復状況などにつ

いて学びました。そこでカンボジアの遺跡修復に日本が深

く関わっていることを知り、現地ではこうした点にも注意

しながらフィールドワークを行うことができました。

小野寺 達大  観光学科 2016年度入学
Onodera Tatsuki

天木 柚里  観光学科 2016年度入学
Amaki Yuri
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1
年
次

1
年
次



2
年
次

Second year

観
光
学
を
ひ
ろ
く
理
解
す
る

　

観
光
学
部
で
の
2
年
目（RIK

K
Y

O
 Learning Style

の「
形
成

期
」に
相
当
）は
、観
光
学
の
持
つ「
ひ
ろ
が
り
」に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

1
年
次
で
身
に
つ
け
た
観
光
学
の
基
礎
知
識
を
背
景
に
、
観
光
と
関

わ
る
事
象
を
幅
広
い
視
点
か
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
の
学
び

を
と
お
し
て「
観
光
」と
ひ
と
こ
と
で
言
っ
て
も
、
そ
の
考
察
対
象

と
分
析
視
角
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。

　

観
光
学
科
で
は
、
主
に「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
と「
地
域
づ
く
り
」

と
い
う
ふ
た
つ
の
柱
か
ら
科
目
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
」に
関
し
て
は
、「
宿
泊
産
業
概
論
」、「
旅
行
産
業
論
」、「
外

食
産
業
論
」、「
観
光
交
通
論（
鉄
道
・
航
空
）」、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
総
論
」な
ど
を
、「
地
域
づ
く
り
」に
関
し
て
は
、「
観
光
計
画
論
」、

「
観
光
施
設
論
」、「
都
市
観
光
論
」、「
観
光
行
動
論
」、「
国
際
観

光
政
策
論
」な
ど
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

交
流
文
化
学
科
で
は
、
主
に「
文
化
」
と「
地
域
」
と
い
う
ふ
た

つ
の
柱
か
ら
科
目
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
文
化
」に
関
し
て
は
、

「
観
光
と
文
化
」、「
観
光
と
宗
教
」、「
観
光
人
類
学
」、「
観
光
社

会
学
」、「
紀
行
文
学
論
」な
ど
を
、「
地
域
」に
関
し
て
は
、「
観
光

地
理
学
」、「
外
国
地
誌
」、「
米
国
欧
州
観
光
論
」、「
ア
ジ
ア
太
平

洋
観
光
論
」、「
途
上
国
の
観
光
事
業
」な
ど
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
常
に
変
化
す
る
現
代
観
光
の
最
先
端
を
取
り
上
げ
る

講
義
と
し
て
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
」、「
エ
ス
ニ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ

ム
論
」、「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
」、「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」、

「
観
光
の
社
会
的
広
が
り
」、「
市
民
参
加
と
ま
ち
づ
く
り
」な
ど
も

開
講
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
学
部
で
は
、
2
年
次
か
ら「
演
習
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
演

習
は「
ゼ
ミ
」と
も
呼
ば
れ
、
各
教
員
が
学
生
と
の
対
話
を
重
視
し
、

専
門
的
な
視
点
か
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
や
進

め
方
は
教
員
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
教
員
の
専
門
性
と
独
自
性
が

大
き
く
発
揮
さ
れ
る
密
度
の
濃
い
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
ゼ
ミ
で
、
学
生
同
士
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
り
、
学
生
と
教
員
が
一
緒
に
国
内
外
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
調

査
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
学
生
が
教
員
の
話
を
聞
く
普
段
の
講
義

と
は
一
線
を
画
し
ま
す
。

　

学
生
と
教
員
に
よ
る
双
方
向
の
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
前
提
と
し
た
ゼ
ミ
は
、
学
生
と
教
員
の
距
離
が
近
く
、
学
習
を
深

め
よ
う
と
思
え
ば
学
生
の
意
欲
次
第
で
ど
こ
ま
で
も
学
び
を
追
究

で
き
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す（
た
だ
し
、
ゼ
ミ
履
修
に
は
選
考
が

あ
り
ま
す
）。

　

2
年
次
ゼ
ミ
で
の
初
歩
的
な
学
び
か
ら
3
年
次
ゼ
ミ
で
の
発
展
的

な
学
習
へ
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ゼ
ミ
の
内
容
は
学
年
ご
と
に
深
化
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
意
欲
的
な
学
生
は
、
観
光
学
部
に
お
け
る
学

び
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
4
年
次（RIK

K
Y

O
 Learning Style

の「
完
成
期
」に
相
当
）に
卒
業
論
文
の
執
筆
に
取
り
組
み
ま
す
。

学びの特徴

演
習（
ゼ
ミ
）

ゼミと部活動を両立させながら
日本一を目指します

　将来は、世界を相手にした仕事に就きたいと考えていま

す。そのため、「 売れる仕組み 」について学ぶことができる

ゼミを選びました。ゼミでは、近年の「 ヒット商品番付 」を

題材に、その商品がヒットした理由や背景などについて仲

間たちとディスカッションを重ねています。ある意味答え

のない問いですが、自分たちなりの答えを導き出すことで、

マーケティングにおける洞察力も同時に養われていると実

感しています。

　2 年次の夏には、ゼミのメンバーと参加したツアー企画

コンテストで最優秀賞を獲得し、商品化が決まりました。

チェコの知られていない魅力を掘り起こすことで、これま

でにないツアーを提案することができたのですが、メン

バー全員連日徹夜で作業に没頭しました。

　現在は、体育会アメリカンフットボール部に所属し、日

本一を目指して練習しています。ゼミでの勉強と部活動を

両立させ、充実したキャンパスライフを送っています。

滝尾 亮太  観光学科 2015年度入学
Takio Ryota

インタビューをとおして
人と人との繋がりに迫ります

　「 文化 」と名のつくものに漠然とした興味があり、1 年

次から文化に関連する講義を多く受けてきました。すると

徐々に、人と人との繋がりのなかで生まれ根づいていった

ものや、それを促していった環境に関心が絞られていきま

した。そこで、文化人類学や民俗学の手法から生活史に迫

るゼミで学ぶことを決めました。

　ゼミでは、生活史の基礎知識や調査手法を学習した上で、

身近な年長者にインタビューを行ったり、大田区の町工場

で働く方々へ聞き取り調査を行ったりしています。文化人

類学や民俗学を深く学べるだけでなく、そこから派生する

別の学問分野の視点や考え方について、ゼミの仲間と自由

にディスカッションができるのもゼミの魅力です。

　ゼミ活動を重ねていくなかで、人に寄り添った立場で物

事を理解することの大切さに、改めて気づきました。将来

は観光に限らず、そういった「 人との交流 」に携わること

ができる職に就けたらいいな、と考えています。

太田 奈緒  交流文化学科 2015年度入学
Ota Nao
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3
年
次

Th
ird year

観
光
学
を
深
く
掘
り
下
げ
る

学びの特徴

　

自
分
の
関
心
に
合
わ
せ
て
観
光
学
を
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
の

が
、
観
光
学
部
に
お
け
る
3
年
目（R

IK
K

Y
O

 Learning Style

の「
完
成
期
」に
相
当
）の
取
り
組
み
で
す
。
2
年
次
に
学
ん
だ
多

種
多
様
な
観
光
学
の
ひ
ろ
が
り
の
な
か
で
も
、
自
分
が
興
味
・
関
心

を
持
っ
た
分
野
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
学
科
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
産
業
経
営
」、「
ホ
テ
ル
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」、「
観

光
地
運
営
管
理
論
」、「
都
市
型
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
論
」、「
観

光
行
政
法
」と
い
っ
た
よ
り
専
門
性
の
高
い
科
目
を
開
講
し
て
お

り
、
観
光
学
科
の
柱
で
あ
る「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」と「
地
域
づ
く
り
」

に
関
す
る
学
び
を
一
層
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

交
流
文
化
学
科
で
は
、「
地
域
文
化
と
観
光
」、「
観
光
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」、「
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」、「
観
光
地
域
社
会
論
」、

「
観
光
と
国
際
協
力
」、「
国
際
観
光
と
地
域
交
流
」と
い
っ
た
よ
り

専
門
性
の
高
い
科
目
を
開
講
し
て
お
り
、
交
流
文
化
学
科
の
柱
で
あ

る「
文
化
」と「
地
域
」に
関
す
る
学
び
を
一
層
深
化
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
3
年
次
に
お
い
て
は
、
2
年
次
か
ら
始
ま
っ
た
ゼ
ミ
が
よ

り
専
門
特
化
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
授
業
の
一
環
と
し
て「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す（
た
だ
し
、

選
考
が
あ
り
ま
す
）。
観
光
学
部
で
は
、学
部
の
特
性
を
い
か
し
た「
観

光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」と「
経
団
連
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」を
並
行

し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。
と
も
に
実
習
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
事
前
学

習
や
成
果
報
告
会
な
ど
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
将
来

を
見
据
え
た
質
の
高
い
学
習
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「経団連インターンシップ」は、観光事業の重要性と人材育成
の必要性に鑑み、一般社団法人日本経済団体連合会と観光学部
が連携して行っているもので、実習先は観光と関わる事業を展
開している企業が中心となっています。
　春学期は事前研修を行い、受け入れ先から派遣された講師の
方々から各事業の歴史や現状などを学んだ上で、希望の実習先
を決定します｡ それぞれの受け入れ先での実習を終えた秋学期
には、報告会での発表やレポート作成を行うことにより、イン
ターンシップでの成果をまとめるとともに、そこで得られた知
識や経験の定着を図ります。
　このインターンシップへの参加学生は、観光やビジネスの最
前線である実習先で貴重な体験をするだけでなく、社会人とし
て求められる基礎的な知識や実践的な知見、卒業後も活用でき
るビジネスマナーやプレゼンテーションテクニックなどを幅広
く学ぶことができます。

　「観光インターンシップ」は、旅行・宿泊・交通といった観光
ビジネスに関わる企業（下記［観光ビジネス系］）と、観光振興
や地域づくりに取り組む全国各地の自治体・観光協会・NPO 
など（下記［地域づくり系］）を実習先としています。学生は、
それぞれの受け入れ先で実践的に学ぶことを通じ、観光を支え
ている現場の力や魅力を肌で感じることができます。
　春学期は各実習先の事前研究とマナー研修を行い、夏季休
暇中に数週間かけて実習を行います。秋学期は、実習につい
ての振り返りを行って報告書を作成し、その成果を報告会で
発表します。
　このインターンシップでは、観光学部での学びと現場での体
験学習が効果的にリンクすることを目指しています。これによ
り、今までの学びがより一層深まるだけでなく、自らのキャリ
ア形成に向けて学ぶべき新たな課題に、学生が自主的に取り組
む強い動機づけとなります。

（ 株 ）アサヒビールコミュニケーションズ／味の素（ 株 ）／（ 株 ）ANA 総合研究

所／近畿日本ツーリスト（ 株 ）／東京モノレール（ 株 ）／日本ホテル（ 株 ）／（ 株 ）

びゅうトラベルサービス／三井不動産商業マネジメント（ 株 ）／三菱ＵＦＪニコ

ス（ 株 ）／森トラスト・ホテルズ＆リゾーツ（ 株 ）／ヤマト運輸（ 株 ）／リゾート

トラスト（ 株 ）

2017 年度 経団連インターンシップ実習先

［観光ビジネス系］エス・ティー・ワールドグループ／JALグループ／富士屋ホテ
ル／日本ホテル（株） ホテルメトロポリタン／ザ・リッツ・カールトン東京／エア 
タヒチ ヌイ 日本支社／（株）プリンスホテル／（株）デイリー・インフォメーション
［地域づくり系］特定非営利活動法人みたか都市観光協会／一般社団法人中野区
観光協会／阿寒湖温泉・鶴雅グループ／長崎県対馬市／山口県長門市／北海道
東川町／特定非営利活動法人国際りんご・シードル振興会／一般社団法人信州
いいやま観光局

2017 年度 観光インターンシップ実習先

経団連インターンシップ観光インターンシップ

観光の現場で地域づくりの
難しさを実感しました

　2 年次の講義で、「 人 」と「 暮らし 」を観光資源とする地

域づくりの先進事例として長崎県小値賀町が紹介され、印

象に残っていました。3 年次の「観光インターンシップ」で、

その小値賀町がインターンシップ先のひとつであることを

知り、これは行くしかない、と参加を決意しました。

　長崎県の離島である小値賀町では、夏祭りの運営、宿泊

施設や観光推進団体の業務を補助したほか、町民の方々へ

のインタビューやホームスティ、漁業体験など、さまざま

な体験をすることができました。小値賀町でのインターン

シップをとおして、キャンパスでは学ぶことのできない地

域の実状や地域活性化の難しさを現場で知るとともに、「観

光はあくまでも地域づくりの手段であって、目的ではない」

ことを強く実感しました。

　地域活性化の手段と同じように、地域との関わり方も多

様だと思います。将来は観光に限らず、幅広い視野から地域

に貢献できるようになりたいと考えています。

矢野 優芽  観光学科 2014年度入学
Yano Yume

インターンシップで
緊迫した現場を経験しました

　「 経団連インターンシップ 」に参加し、ANA 総合研究所

を通じて実習を行いました。インターンシップでは、旅行会

社への営業に同行したり、羽田空港内のオフィスや研修施

設を訪問したりしたほか、旅行商品造成部で新商品の企画

やプレゼンテーションを体験することができました。

　航空業に限らず、観光関連産業では激しい価格競争が行

われていますが、そうしたなかで各社とも新たな付加価値

を生み出そうと試行錯誤しています。インターンシップで

は、このような緊迫した現場に身を置くことができ、貴重

な経験となりました。また、インターンシップ中にさまざ

まな立場の方と話すことができたのも、大きな財産です。

　「 経団連インターンシップ 」以降は、できるだけ多くのイ

ンターンシップに参加することを心がけ、どのような働き

方が自分にマッチしているのかを模索しています。

逆瀬川 尚典   交流文化学科 2014年度入学
Sakasegawa Hisanori
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4
年
次

Fourth year

観
光
学
部
で
の
学
び
を
ま
と
め
る

活 躍 す る 卒 業 生

　

ホ
テ
ル
の
採
用
担
当
と
し
て
、
採

用
計
画
か
ら
入
社
ま
で
一
連
の
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
採
用
に
関

わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
ホ
テ
ル
で
活
躍

し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
非
常
に
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

学
生
時
代
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
ゼ
ミ
で
訪
れ
た
海
外
で
の

経
験
で
す
。
ゼ
ミ
で
は
ブ
ル
ネ
イ
を

始
め
数
カ
国
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
現
地
の
学
生
と
交

流
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
同
世
代
の
若
者
が
ど
の
よ
う
な
考

え
方
を
し
て
い
る
の
か
知
り
、
大
変

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

勤
務
先
の
ホ
テ
ル
に
は
、
世
界
各

国
か
ら
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
観
光
学
部
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

文
化
を
体
験
で
き
た
こ
と
で
、
多
様

な
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
育

ま
れ
、
い
ま
の
仕
事
に
繋
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

海外の学生との交流に刺激を受けました

株式会社森ビルホスピタリティコーポレーション
グランド ハイアット 東京　人材開発部　勤務

小清水 奈穂さん
Koshimizu Naho

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
課

題
解
決
の
お
手
伝
い
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
の
管
理
・
運
営
な
ど
を
と

お
し
て
、
市
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

と
意
見
を
交
わ
し
、
悩
み
な
が
ら
解

決
策
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ

で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
レ
ポ
ー
ト
完
成
ま
で

の
作
業
手
順
を
自
分
で
考
え
、
必
要

な
行
動
を
選
択
す
る
姿
勢
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
社
会
人
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
ス

キ
ル
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
や
、
現
地
ま
で
足
を
運
び
、

見
て
、
聞
い
て
、
考
え
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
観
光
学
部
で

の
学
び
は
、
物
事
を
多
面
的
に
理
解

す
る
視
点
を
養
う
だ
け
で
な
く
、
新

し
い
気
づ
き
と
成
長
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
し
た
。

大学での学びが地域づくりに繋がっています

柏市役所
地域づくり推進部　地域支援課　勤務

三嶋 千晶さん
Mishima Chiaki

　

現
在
は
海
外
発
電
所
の
投
資
事
業

に
従
事
し
て
い
ま
す
。
現
地
の
政
府

関
係
者
、
メ
ー
カ
ー
、
銀
行
な
ど
と

交
渉
し
た
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
構
成

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
し
た

り
と
、
海
外
出
張
が
多
い
部
署
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
、
ゼ
ミ
、
留
学
な
ど
す

べ
て
に
全
力
を
注
い
だ
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
で
し
た
が
、
一
番
の
思
い
出

は
卒
業
論
文
の
執
筆
で
す
。
ゼ
ミ
の

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
、
自
分
で
設
定

し
た
問
い
に
対
す
る
答
え
を
出
す
べ

く
、
図
書
館
に
通
い
な
が
ら
書
き
上

げ
ま
し
た
。

　

観
光
学
部
で
は
ホ
テ
ル
投
資
に
つ

い
て
積
極
的
に
勉
強
し
ま
し
た
が
、

い
ま
の
仕
事
は
投
資
対
象
が
発
電
所

に
変
わ
っ
た
だ
け
で
、
学
生
時
代
の

学
び
と
共
通
す
る
部
分
も
多
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
観
光
学
部
で
培
っ
た

新
し
い
視
点
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場

で
い
か
さ
れ
て
い
る
と
強
く
実
感
し

て
い
ま
す
。

観光学の視点をビジネスに応用しています

丸紅株式会社
海外電力プロジェクト第二部　勤務

櫛部 裕児さん
Kushibe Yuji

震災復興プロジェクトとゼミに
打ち込みました

　観光学部での 4 年間で、主にふたつの活動に力を注ぎま

した。まずは福島県北塩原村における震災復興プロジェク

トです。このプロジェクトは、東日本大震災による風評被

害の克服を目指すもので、「 地域の宝 」を掘り起こすととも

に、こうした資源を活用してエコツアーを企画・実施した

ほか、散策マップづくりなどを行いました。現場での実践

にもとづくプロジェクト活動を通じて、エコツーリズムに

よる地域づくりに強い興味を抱くようになりました。

　震災復興プロジェクトとともに精力的に取り組んだの

が、ゼミでの学習です。生まれ育った多摩地域の歴史にも

ともと関心がありましたが、観光学部で学んでいくうちに、

観光の歴史研究に興味を持つようになりました。そこで、

卒業論文「 名所図会と旅日記にみる江戸市民の行楽地とし

ての多摩 」では、ゼミの総決算として、江戸時代に編纂され

た地誌『 江戸名所図会 』や旅日記『 江戸近郊道しるべ 』を手

がかりに、江戸期の多摩で展開された行楽の特徴や江戸市

民から見た多摩の魅力を明らかにしました。

　卒論執筆は苦労の連続でしたが、ゼミの仲間とともに悩

み、励まし合いました。無事に卒業論文を書き上げることが

できたのも、こうした仲間がいたからだと実感しています。

小川 豪  観光学科 2013年度入学
Ogawa Tsuyoshi

1年次からの海外フィールド体験が
卒業論文に結実しました

　卒業論文では、日本人の海外移住と観光産業の関係に着

目し、カンボジアのシェムリアップで聞き取り調査を行い

ました。現地では、観光産業に携わる日本人に焦点を当て、

彼らがなぜそこへ移住し、観光とどのように関わることで

生きていこうとしているのかについて考察しました。

　このテーマへたどり着くまでには、ふたつのターニング

ポイントがあります。ひとつめが 1 年次に参加した「 早期

体験プログラム 」です。このプログラムに参加してミャン

マーを訪れたのですが、そこでは、常識や先入観といった

フィルターをとおしてではなく、実際にフィールドで得た

見聞から物事を理解することの大切さを学びました。

　ふたつめのポイントがゼミ合宿です。3 年次のゼミ合宿

でシェムリアップを訪問し、日本人移住者の方々に出会い

ました。フィールドワークを行いながら、理想の人生を追

い求める彼らに「 生きる場 」を与えている観光の存在って

何なのだろう、という疑問を抱き、それが卒業論文「 理想

の人生をめぐる移住 」を執筆するきっかけとなりました。

　また、3 年次と 4 年次の間には、学部間協定を利用して

タイのタマサート大学へ留学しました。観光学部で学ぶこ

とで、私の可能性は大きくふくらみました。

奥原 彩加  交流文化学科 2012年度入学
Okuhara Ayaka
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▶
学
部
間
協
定
（
受
入
）

◀
学
部
間
協
定
（
派
遣
）

◀
言
語
と
文
化
現
地
研
修

▶
大
学
間
協
定

留
学

O
verseas Study

　日本に留学してみて、環境が美しく人が親切だとい
うことを実感しています。立教大学のキャンパスは特
に自然が豊かで、四季折々の景色を楽しめます。日本
語をスキルアップするために日本に来ましたが、旅行
をするのが好きなので、観光学部で勉強をしています。
　将来は、日本と関係する仕事に就きたいと考えてい
ます。企業への就職を念頭に置いていますが、通訳や
研究者にも魅力を感じています。いずれにしても、観
光学部での経験や日本語をいかして活躍したいです。

観光学部での経験をいかして
活躍したい

朱 皓熒
Zhu Haoying

北京外国語大学（中国）より観光学科へ留学

短期研修では満足できず
1年間留学しました

今井 りえ
Imai Rie

観光学科　2012 年度入学
西江大学（ 韓国 ）へ留学

　1 年次と 2 年次に立教大学の短期語学研修で韓国へ
行きましたが、それだけでは満足できず、大学間協定
を利用して 1 年間韓国へ留学しました。留学先の西江
大学は、小規模ですが勉強熱心な学生が多いことで知
られており、勉学に集中することができました。
　欧米からの留学生が多いため英語で行われる授業
もあり、国籍の異なる学生たちとディスカッションが
できたのは貴重な経験です。留学を経て、さまざまな
バックグラウンドを持った人たちと交流することが、
純粋に楽しいと感じられるようになりました。

　1 年次に参加した海外プログラムでマレーシアを
訪れ、東南アジアのことをもっと理解したいと思い、
2 年次で言語と文化現地研修に参加しました。滞在し
ていたタイのタマサート大学では、タイ語やタイの文
化・歴史に関する講義だけでなく、タイの伝統的な楽
器を演奏するクラスにも参加し、タイ人の前で演奏す
る機会に恵まれました。
　タイ語に関しては発音の難しさが印象に残ってい
ますが、授業で習った表現を使って食堂で注文ができ
たときは、嬉しさとともに達成感を覚えました。この
研修で得たことは、文化に対する考え方には多様性が
あって当然だということです。帰国後は、こうした視
点を意識しながら、授業に臨むことができています。

タイ語が通じたときの
嬉しさと達成感

田村 貴翔
Tamura Takato

観光学科 2015 年度入学
タマサート大学（ タイ ）へ留学

　ゼミで宗教建築について学んでいたのですが、イス
ラムのことをよく知らないことに気がつき、まわりの
友人が欧米の大学を選択するなか、マレーシアへ留学
することを決めました。多民族国家であるマレーシア
では、街中で聞こえる言語もさまざまですし、宗教や
文化もそれぞれ異なります。
　留学先のマラヤ大学では、マレー語や中国語といっ
た語学系の講義のほか、実技系の科目も受講しまし
た。マレー語に慣れないうちはマレーシア人の友だち
に通訳してもらったり、周囲に助けられながら楽しく
大学生活を送ることができました。イスラム文化のな
かで生活してみて、戸惑うことも興味深いこともあり
ましたが、留学後は以前よりタフで積極的になったと
自覚しています。

　観光学部は、海外の大学 15 校と独自
に国際交流協定を締結しています。こ
れらの大学は、いずれも各国を代表す
る名門校で、学部間協定にもとづく留
学生の派遣と受け入れを相互に実施し
ています。
　「 学部間協定（ 派遣 ）」では、留学先
の大学で語学や専門分野に関する講義
を英語で受けることができます。立教
大学のなかでも観光学部生のみに提供
されている留学プログラムで、期間は
半年もしくは 1 年、留学先での学費は
免除されます（ 一部例外があります ）。
　「 学部間協定（ 受入 ）」により、観光学
部は各国から多数の留学生を受け入れ
ています。そのため、キャンパスでは
国際交流が盛んで、留学生のための多
彩なプログラムが展開されています。 

　観光学部の2年次以上を対象とした
短期研修プログラムで、観光学部の国
際交流協定校に約2週間滞在します。
現地の学生と交流しながら、その国の
言語、文化、歴史だけでなく観光の現状
についても学び、日本とは異なるキャ
ンパスライフを体験します。また、協定
校から学生が来日した際は、プログラ
ム参加者がバディとして活躍します。

2017年度実施コース
タイ語コース：タマサート大学（タイ）
インドネシア語コース：インドネシア大
学（インドネシア）
ベトナム語コース：ベトナム国家大学ハ
ノイ・社会科学人文科学大学（ベトナム）
中国語コース：中山大学（中国）

学 部 間 協 定（ 派 遣・受 入 ）

言 語 と 文 化 現 地 研 修

多民族国家で戸惑いながら
学びを深めました

大髙 江里奈
Otaka Erina

観光学科 2013 年度入学
マラヤ大学（ マレーシア ）へ留学

アメリカ

タイ

ベトナム

ラオス

マレーシア

モンゴル

インドネシア

中国

韓国

ハワイ大学／セントラルフロ

リダ大学

タマサート大学／チェンマイ

大学／チュラロンコーン大学

ベトナム国家大学ハノイ・社

会科学人文科学大学

ラオス国立大学

マラヤ大学／マレーシア科

学大学（予定）

モンゴル国立大学

インドネシア大学

中山大学／北京外国語大学

漢陽大学／韓国外国語大学

：

：

：

：

：

：

：

：

：

　立教大学は、海外の大学 87 校と国
際交流協定を締結しています（2017
年 10 月現在 ）。これら大学間協定校へ
の留学は、立教大学の全学部生に提供
されており、期間は半年もしくは 1 年、
留学先での学費は免除されます（ 一部
例外があります ）。

大 学 間 協 定

学 部 間 協 定 校
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海
外
体
験

O
verseas Experience

　

世
界
を
一
周
す
る
た
め
、
2

年
次
に
一
年
間
休
学
し
ま
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
で
旅
の
資
金
を
貯

め
、
イ
ン
ド
行
き
の
航
空
券
だ
け

買
っ
て
日
本
を
出
発
し
た
ん
で

す
。
イ
ン
ド
か
ら
先
は
行
き
た
い

と
こ
ろ
へ
行
き
た
い
手
段
で
行

く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
飛
行

機
、
鉄
道
、
バ
ス
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
を
駆
使
し
て
最
後
は
チ
リ
か

ら
日
本
に
戻
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
一
番
長
く
滞
在
し

た
ア
ル
メ
ニ
ア
が
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
が
楽
し

か
っ
た
け
れ
ど
、
す
べ
て
が
辛

か
っ
た
。
言
葉
が
通
じ
な
い
、
文

化
の
背
景
が
分
か
ら
な
い
、
人
と

も
っ
と
仲
よ
く
な
り
た
い
の
に
、

と
も
ど
か
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
で
試
行
錯
誤

し
て
い
る
と
き
に
オ
ラ
ン
ダ
人

の
知
り
合
い
か
ら
英
文
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
原
稿
を
頼
ま
れ
た
の

で
す
が
、
こ
れ
は
旅
の
大
き
な
成

果
に
な
り
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
つ
ま
ら
な
い
と
思

う
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

例
え
ば
天
井
の
電
球
を
見
て
も
、

あ
あ
こ
れ
は
あ
そ
こ
の
工
場
で

こ
う
い
う
人
た
ち
が
つ
く
っ
て

い
る
ん
だ
よ
な
あ
、
っ
て
想
像
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま

は
人
類
学
や
地
理
学
系
の
科
目

だ
け
で
な
く
、
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
や
航
空
産
業
に
関
す

る
講
義
を
積
極
的
に
受
け
て
い

ま
す
。

　

高
校
生
の
と
き
は
バ
ッ
ク

パ
ッ
カ
ー
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

地
理
が
得
意
だ
っ
た
の
で
観
光

学
部
を
受
験
し
、
入
学
後
は
自
分

の
価
値
観
が
ひ
っ
く
り
返
る
よ

う
な
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
日
々

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
な
か
、
1
年
生
の
と
き
に
参
加

し
た
早
期
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
、
旅
に
対
す
る

認
識
が
一
変
し
た
の
が
世
界
一

周
を
決
心
し
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

3
年
生
の
と
き
に
半
年
間
、
国

際
交
流
基
金「
日
本
語
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
」の
一
員
と
し
て
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
メ
ダ
ン
に
滞
在
し
、
現

地
の
高
校
で
日
本
語
教
育
の
サ

ポ
ー
ト
や
日
本
語
ク
ラ
ブ
の
運

営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
滞
在
中
は

先
生
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、

放
課
後
に
生
徒
と
一
緒
に
お
寿

司
を
つ
く
っ
た
り
、
浴
衣
を
着
た

り
、
書
道
を
し
た
り
と
日
本
文
化

を
楽
し
み
な
が
ら
体
験
で
き
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
し

て
実
践
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
と
き
か
ら
海
外
に

興
味
が
あ
っ
た
の
で
観
光
学
部

へ
進
学
し
ま
し
た
。
観
光
学
部

で
講
義
や
ゼ
ミ
に
参
加
す
る
う

ち
に
東
南
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上

地
域
へ
の
関
心
が
徐
々
に
強
く

な
っ
て
き
て
、
2
年
生
の
と
き
に

日
本
語
教
育
サ
ポ
ー
ト
に
関
わ

る
N
G
O
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
行
っ
た
の
が
大
き

な
転
機
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
帰
っ
て

き
て
か
ら
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

の
勉
強
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
で
の
経
験
を
踏
ま
え

る
と
観
光
学
部
の
授
業
が
よ
り

深
く
理
解
で
き
る
こ
と
に
気
が

つ
き
ま
し
た
。
大
学
で
学
ぶ
こ
と

へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
観
光
学
部

以
外
で
開
講
さ
れ
て
い
る
授
業

に
も
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
帰
国
後
の
大
き
な
変
化
で

し
ょ
う
か
。

　

将
来
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
た
ち
と

出
会
い
、
交
流
で
き
る
よ
う
な
仕

事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
留
学
し
て
外
国
語
を
き
ち
ん

と
習
得
し
て
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
も
あ
る
の
で
、
将
来
に
つ
い

て
は
観
光
学
部
で
勉
強
し
な
が

ら
じ
っ
く
り
考
え
て
み
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い

で
す
か
ら
。

自分の価値観をひっくり返されたい 知らないことが多いことに気がつきました

交流文化学科 2014 年度入学 交流文化学科 2014 年度入学
遠藤 雄太郎
Endo Yutaro

永井 沙知
Nagai Sachi
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観
光
学
科

D
epartm

ent of 

Tourism
 and H

ospitality M
anagem

ent 

観光学科 Department of 
Tourism and Hospitality Management 

　

幼
い
頃
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
訪
れ
た
と
き
の
思
い
出

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
大
学
で
は
、
多
く
の
人
び
と
を
惹
き
つ

け
る
場
所
や
空
間
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
関
す
る
本
を
読
み
、
特
に
そ

の
経
営
手
法
に
興
味
を
抱
い
た
の
が
観
光
学
を
知
っ
た

き
っ
か
け
で
す
。

　

進
学
先
を
検
討
し
て
い
る
と
き
に
立
教
大
学
観
光
学

部
の
存
在
を
知
り
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
地
づ
く
り
に

つ
い
て
学
び
た
い
と
考
え
、
観
光
学
科
を
志
望
し
ま
し

た
。
経
営
学
、
経
済
学
、
心
理
学
、
地
理
学
な
ど
、
多
彩
な

学
問
分
野
か
ら
観
光
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
こ
と
や
、
観

光
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
直
接
話
を
う

か
が
え
る
機
会
が
多
い
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

実
際
に
観
光
学
科
で
学
ん
で
み
て
、
観
光
を
深
く
理
解

す
る
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
の
視
点
や
知
識
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
多
彩
な
学
問
分
野
の

見
方
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
い
ま
ま
で
気
づ

か
な
か
っ
た
観
光
の
側
面
に
意
識
が
向
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
教
室
で
の
学
び
だ
け
で
な
く
、
観
光
の
現

場
を
知
る
こ
と
も
大
切
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
観
光
の

最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
経
験
か
ら
学
ん
だ

り
、
観
光
地
で
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
が
よ
り
リ
ア
ル
に

な
る
だ
け
で
な
く
、課
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
所
属
し
て
い
る
韓
ゼ
ミ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
中
心
に
、
国
内
の
観
光
地
を
事
例
に
取
り
上
げ
、
観

光
地
や
観
光
産
業
の
実
態
を
調
査
・
分
析
す
る
た
め
の

手
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
は
毎
回
課
題
や
発
表

が
課
せ
ら
れ
ま
す
が
、
主
体
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
雰
囲

気
が
あ
る
た
め
、
や
り
が
い
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
観
光
学
科
で
は
、
日
々
変
化
す
る
観
光

の
最
先
端
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

観光ビジネスの最先端にアプローチします

　

立
教
大
学
に
お
け
る
観
光
教
育
の
歴
史
は
、
70
年
以
上
に
渡
り
ま
す
。
当
初
は
ホ
テ
ル
に
関
す
る
講
座
か
ら
始
ま
り
、
観
光
の
発
展
と
課

題
の
多
様
化
に
伴
っ
て
、
教
育
・
研
究
の
領
域
を
ひ
ろ
げ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、「
観
光
立
国
」と
い
う
方
針
が
掲
げ
ら
れ
、こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支
え
る
重
要
な
柱
の
ひ
と
つ
に
観
光
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、

観
光
へ
の
期
待
は
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
が
観
光
を
有
望
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
注
目
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
地
方
創
生
に
向
け
て
観
光
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
各
地
域
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
学
科
は
、
こ
う
し
た
社
会
的
要
請
の
も
と
、
主
に
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
の

役
割
と
あ
り
方
を
追
究
し
ま
す
。
観
光
を
理
解
す
る
た
め
の
学
問
的
視
点
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
の
現
場
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
最
新
の
知
見
に
も
と
づ
き
、
観
光
を
め
ぐ
る
状
況
を
リ
ア
ル
に
捉
え
て
い
き
ま
す
。

講
義
の
特
色

林 洋一郎 観光学科 2015 年度入学

Hayashi Yoichiro

　

観
光
学
科
の
講
義
は
、
主
に「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」と「
地
域
づ
く
り
」と
い

う
ふ
た
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
旅
行
産
業
論
」、「
観
光
交
通
論（
鉄
道
・
航
空
）」、「
ホ
テ
ル
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」、「
旅
行
情
報
シ
ス
テ
ム
」、「
外
食
産
業
論
」、「
サ
ー
ビ
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
論
」、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

経
営
」、「
都
市
型
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
論
」な
ど
観
光
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
視

点
か
ら
取
り
上
げ
た
科
目
群
や
、「
観
光
計
画
論
」、「
観
光
政
策
・
行
政
論
」、「
都

市
観
光
論
」、「
地
域
経
済
学
」、「
地
域
開
発
論
」、「
環
境
・
景
観
論
」な
ど

観
光
を
地
域
づ
く
り
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ
た
科
目
群
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
観
光
学
科
の
科
目
構
成
は
、
今
日
に
お
い
て
拡
大
す
る
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
づ
く
り
の
あ
り
よ
う
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
観
光
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
に
よ
る
講
義
を
受
講
す
る

機
会
が
あ
る
点
も
、
観
光
学
科
の
特
色
で
す
。

　

観
光
学
科
の
ゼ
ミ
の
多
く
が
、
観
光
の
現
場
に
着
目
し
た
実
践
的
な
学

び
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
営

学
、
経
済
学
、
工
学
、
心
理
学
、
景
観
論
と
い
っ
た
学
問
分
野
の
視
点
か
ら
、

観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
と
地
域
づ
く
り
の
関
係
や
観
光
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
専
門
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
学
習
の
成
果
を
観
光

の
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
す
。

ゼ
ミ
の
特
色
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ホテルやカフェの心地よさや
美術館建築の芸術性とは

毛谷村 英治 教授

教 員 紹 介
観光学科 Department of 

Tourism and Hospitality Management 

観光産業の新しい
ビジネスモデルを分析する

野田 健太郎 教授

　銀行での勤務経験をいかし、産業や企業の分析、

特に財務会計やリスクマネジメントについての研

究を行っています。観光産業といえば、宿泊、運

輸、旅行といった産業がすぐ思い浮かびますが、

近年は IT や金融、製造などに関わる企業が観光

的側面を活用した商品を多く開発しており、観光

の持つ存在感と重要性は各業界で拡大しつつあり

ます。

　担当するゼミでは、さまざまな観光産業を取り

上げ、業界動向や企業情報を分析するとともに、

新しいビジネスモデルの強みについても検討しま

す。また、経営戦略や財務会計といった、産業や

企業を分析する際の基礎知識の習得にも力を入れ

ています。これらを踏まえることで、観光に関す

るプロジェクト提案の実現可能性が格段に高まる

からです。学生にはいつも「 なぜそうなるのか 」

を問いかけています。

　ホテルやカフェ、美術館、移動遊園地や繁華街

といった場所を事例に、心地よさ、くつろぎ感、楽

しさ、趣きをキーワードとして空間構成やデザイ

ン手法について分析しています。また、そこを訪

れる人びとの営みによってつくり出される空間文

化についても着目します。こうした視点から空間

に接近することで、わざわざ遠くへ出かけること

なく、自分の生活圏で観光を行うことが可能な現

代社会の特徴が見えてきます。

　ゼミでは、空間の簡単な計測法やスケッチの描

き方を学んだ上で、国内外の美術館や教会建築を

訪れます。これらの空間に身を置いて感じたこと

を言葉にし、ディスカッションを通じてその感覚

を整理しまとめる技術を磨きます。こうした活動

を繰り返すことで、解答が与えられていない課題

を解決していくことの楽しさに、学生たちは気づ

いていくようです。

観光の現場で課題を発見し
よりよい地域づくりを

羽生 冬佳 教授

　ある地域が観光地化していく過程や観光地化が

地域社会に与える影響、観光資源の管理および活

用方法について研究をしています。観光地におけ

る観光客の行動は、休憩や飲食の満足度、滞在空

間の快適性や好奇心の充足など、さまざまな要素

の蓄積を背景に成り立ちます。こうした行動を予

測しデザインすることは、観光地づくりと深く関

わります。

　観光の現場を実際に訪れ、そこで課題を発見

し、有効な解決方法を提案することがゼミ活動の

中心となります。ゼミで得られた成果については、

できるだけ現地の関係者の前で発表し、フィード

バックするよう心がけています。学生には、自分

の考えを述べるだけでなく、他人の意見を取り入

れてひとつにまとめることや、答えが与えられる

のを待つのではなく、自分たちで探究し構築して

いくことが大事だと、常に伝えています。

都市観光の空間構造から
インバウンドに迫る

杜 国慶 教授

　「 地 理 情 報 シ ス テ ム（GIS ）」と 呼 ば れ る コ ン

ピュータ技術にもとづく分析手法を用いて、都市

観光に関する地理学的研究を進めています。世界

の大都市を事例に、都市観光における空間構造の

把握を試みていますが、そのスケールは国家間、

国家内、都市間、都市内と多岐に渡ります。こう

した取り組みは、近年日本で注目されているイン

バウンドを分析する研究に貢献できるのではない

でしょうか。

　担当するゼミでは、地理学の知見や GIS を観

光学に応用しています。専門的な論文を講読す

るだけでなく、フィールドワークを重視し、日本

国内と海外でゼミ合宿を行うことにより、実際

の観光地で多くのことを学びます。ゼミでは、ひ

とりひとり異なる個性に合わせた指導を心がけ、

学生全体がレベルアップできるような環境を整

えています。

東 徹 教授
A zuma Tor u

マーケティング総論／サービス・マネジメント／演習
［ 観光・サービス・地域振興のマーケティング ］

麻生 憲一 教授
A soh Ken-ichi

観光経済学／地域経済学／演習
［ 地域を媒体として観光現象を考える ］

梅川 智也 特任教授
Umekawa Tomoya

観光政策・行政論／観光地運営管理論

小野 良平 教授
Ono Ryohei

環境・景観論／風土と観光／演習
［ 風景や環境の観点から観光を考える ］

毛谷村 英治 教授
Keyamura Eiji

観光施設論／施設・空間造形論／演習 
［ 施設や空間の正しい見方や捉え方を学ぶ ］

庄司 貴行 教授
Shoji Ta kay u k i

演習 
［ 観光経営学：観光をビジネスとして国際比較 ］

平 浩一郎 客員教授
Ta ira Koichiro

宿泊産業概論／ホテルアセットマネジメント論 

杜 国慶 教授
Du Guog ing

都市観光論／演習 
［ 地理学の視点から都市観光を考える ］

西川 亮 助教
Nishi kawa Ryo

観光学への誘い

野澤 肇 特任教授
Nozawa Hajime

旅行産業論／旅行業経営実務 

野田 健太郎 教授
Noda Kentaro

企業情報分析／ ITビジネス論／演習 
［観光産業について分析を行い、今後の動向を予測する］

橋本 俊哉 教授
Hashimoto Toshiya

観光行動論／観光感性論／演習 
［ 観光場面における人間の行動や心理について学ぶ ］

羽生 冬佳 教授
Hany u Fuy u ka

韓 志昊 教授
Han Jiho

観光特論（ 英語）／演習 
［ 観光とホスピタリティ：SMEs を中心に ］

ピーター・E・フックス
特任教授
Peter Er i k Fuchs

観光ビジネス計画論／Investment and Finance

2018年度の主な担当科目 ［ 演習（ ゼミ ）のテーマ ］

※2018年度研究休暇

※2019年3月退職予定
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交
流
文
化
学
科

D
epartm

ent of 

C
ulture and Tourism

 Studies

交流文化学科 Department of 
Culture and Tourism Studies

　

大
学
で
は
英
語
を
学
び
た
か
っ
た
の
で
、
英
語
に
力

を
入
れ
て
い
る
学
部
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
立
教
大

学
の
観
光
学
部
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
英
語
を
学
ぶ

環
境
が
充
実
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
英
語
を
ひ
と
つ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
調
査
や
研
究
、
実
習
を
行
っ
て
い
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、
英
語
に
と
ど
ま
ら
な
い
学
び
を

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
観
光
学
部
へ
の
進

学
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

交
流
文
化
学
科
で
は
、
観
光
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
地
域
社
会
や
地
域
住
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て
取
り
上

げ
る
講
義
が
多
く
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。も
と
も
と
文
化

に
よ
る
価
値
観
の
違
い
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
実
務
的
な
視
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
観
光
学
科
よ
り
も
、
自
分
の
関
心
に
近
い
交
流

文
化
学
科
を
志
望
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
交
流
文
化
学
科
で
学
ん
で
み
る
と
、
観
光
が

持
っ
て
い
る
交
流
的
な
側
面
や
観
光
地
に
お
よ
ぼ
す
影
響

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
観
光
の
持
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
や
そ

の
社
会
背
景
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
国
内
外
に
お
け
る
観
光
地
の
事
例
に
繰
り

返
し
触
れ
る
こ
と
で
、
観
光
と
文
化
の
関
係
に
対
し
て
多

面
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
豊
田
三
佳
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ

合
宿
で
は
、
住
民
に
よ
る
体
験
交
流
型
観
光
地
域
づ
く

り
の
実
践
現
場
を
訪
れ
、
他
学
部
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重

な
経
験
を
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
を
含
め
た
交
流
文
化
学

科
で
の
学
習
を
通
じ
て
、自
分
に
と
っ
て
の「
当
た
り
前
」

が
ほ
か
の
社
会
や
文
化
で
は「
当
た
り
前
」で
な
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
観
光
を

取
り
上
げ
る
交
流
文
化
学
科
で
学
ぶ
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
新
し
い
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

観光と文化の関係を多面的に理解します

　

観
光
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
世
界
を
移
動
す
る
の
は
、
観
光
客
で
あ
る
人
間
に
限
り
ま
せ
ん
。
観
光
客
は
観
光
地
の
特
産
品
を

み
や
げ
も
の
と
し
て
持
ち
帰
り
、
多
く
の
人
び
と
は
観
光
地
を
訪
れ
る
前
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
仕
入
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
観
光
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
流
通
を
促
進
さ
せ
、
そ
の
規
模
は
地
球
全
体
を
覆
っ
て
い
ま
す
。

　

交
流
文
化
学
科
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
観
光
を
背
景
に
、
観
光
客
の
生
活
圏
、
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
地
、
観
光
客
が
移
動
す
る
過

程
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
交
差
す
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
あ
り
よ
う
に
着
目
し
ま
す
。
観
光
の
場
面
で
そ
れ
ら
が
交
わ
り
続
け

る
こ
と
で
、
地
域
の
文
化
や
社
会
に
影
響
が
お
よ
び
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
文
化
や
社
会
現
象
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

交
流
文
化
学
科
で
は
、
国
内
外
で
実
施
さ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
そ
こ
で
得
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
知
見
に
も

と
づ
い
て
、
観
光
が
生
み
出
す「
交
流
文
化
」に
つ
い
て
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　

交
流
文
化
学
科
の
講
義
は
、
主
に「
文
化
」と「
地
域
」と
い
う
ふ
た
つ
の

柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。「
文
化
」に
関
し
て
は
、
交
流
文
化
を
文
化
や

社
会
現
象
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ
た
科
目
群
を
展
開
し
て
お
り
、
比
較
文
化
、

文
化
混
淆
、文
化
政
策
、開
発
、宗
教
、消
費
、言
説
、移
住
、植
民
地
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
国
際
協
力
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
も
と
づ
く

講
義
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
」に
関
し
て
は
、
観
光
地
に
お
い
て
見
ら
れ
る
交
流
文
化
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
科
目
群
を
展
開
し
て
お
り
、
国
際
観
光
、
農
村
観
光
、
地
域

社
会
、地
域
文
化
、文
化
地
理
、途
上
国
、レ
ジ
ャ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

自
然
環
境
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
も
と
づ
く
講
義
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
交
流
文
化
学
科
の
科
目
構
成
は
、
今
日
世
界
各
地
で
勢

い
を
増
す
交
流
文
化
の
あ
り
よ
う
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、観
光
だ
け
で
な
く
、
交
流
文
化
か
ら
派
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ピ
ッ
ク
を
講
義
で
取
り
上
げ
る
の
も
、
交
流
文
化
学
科
の
特
色
で
す
。

　

交
流
文
化
学
科
の
ゼ
ミ
の
多
く
が
、
国
内
外
の
観
光
地
に
お
け
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ
で
、
文
化
人
類
学
、
社

会
学
、
地
理
学
、
歴
史
学
、
文
学
と
い
っ
た
学
問
分
野
の
視
点
か
ら
、
観
光
と

交
流
文
化
の
関
係
や
観
光
の
社
会
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
専
門
的
な
分
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
の
成
果
は
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、

単
に
現
場
志
向
が
強
い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
義
の
特
色

ゼ
ミ
の
特
色

北川 愛香 交流文化学科 2014 年度入学

Kitagawa Aika
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教 員 紹 介
交流文化学科 Department of 

Culture and Tourism Studies

石橋 正孝 准教授
Ishibashi  Masata ka

紀行文学論／文学／言語と社会／言説分析／演習 
［観光と文学の接点から、近現代社会の特質を考察する］

大橋 健一 教授
Ohashi Kenich i

観光と文化／交流文化論／演習 
［「 文化 」概念の現代的理解と観光研究への応用 ］

越智 郁乃 助教
Ochi I kuno

アジア太平洋観光論／観光の社会的広がり／演習
［周縁・国境域の生活世界と観光の変遷について考える］

門田 岳久 准教授
K adota Ta kehisa

観光と宗教／交流文化研究（文化人類学）／演習 
［ フィールドワーク／エスノグラフィー入門 ］

葛野 浩昭 教授
Kuzuno H iroa k i

観光人類学／エスニックツーリズム論／演習
［文化発信の現場学：大使館やテレビ局へのインタビュー］

佐藤 大祐 教授
Sato Da isu ke

交流文化研究（ 地理学）／演習
［企業とコラボした訪日客向け観光資源の掘り起こし］

千住 一 准教授
Senju Hajime

観光史／植民地と観光／演習
［ 歴史学の視点から近現代観光の特徴を知る ］

高岡 文章 准教授
Ta kaoka Fumia k i

観光社会学／交流文化研究（ 社会学）／演習 
［ 観光・メディア・都市の社会学 ］

鄭 玉姫 助教
Jung Ok hee

国際観光と地域交流／外国地誌（ 東アジア）

豊田 三佳 教授
Toyota M i ka

観光とジェンダー／演習 
［地域住民との交流から学ぶCommunity Based Tourism］

豊田 由貴夫 教授
Toyoda Yu k io 

観光人類学／開発と文化 

舛谷 鋭 教授
Masutani Satoshi

交流文学論／交流文化研究（文学）／演習 
［ 文学散歩で読むトラベルライティング ］

松村 公明 教授
Matsumura Koumei

観光地理学／外国地誌（ ヨーロッパ）／演習 
［都市の暮らしと観光の関わりを地理学の眼で見渡す］

2018年度の主な担当科目 ［ 演習（ ゼミ ）のテーマ ］

先住民族／少数民族と
観光との関わりを考える

葛野 浩昭 教授

日本近代史の観点から
現代観光をまなざす

千住  一 准教授

　江戸末期の開国からアジア太平洋戦争期までの

日本において見られる、観光をめぐる歴史的展開

について研究をしています。当時の日本は外交推

進や外貨獲得のために外国人観光客を積極的に日

本へ誘致するとともに、紋切り型な日本イメージ

を海外に流通させました。こうした歴史と、今日

の日本で推進されているインバウンド拡大やクー

ルジャパン戦略といった観光政策の間には、どこ

か共通点が見られないでしょうか？

　ゼミでは、このような観光と歴史の関係に着目

し、日本近代史の観点から現代における観光現象

の特徴を分析しています。ゼミでは文献講読のほ

か、学生たちがテーマを設定してグループ調査を

行い、報告書を作成します。学生にはこうした活

動をとおして、歴史的な連続性を意識しながら、

観光だけでなく社会全体を見渡せるようになって

ほしいと考えています。

　北欧の北極圏地域は、自然環境と先住民族サー

ミ人のトナカイ飼育文化が世界遺産に登録され、

オーロラの地、サンタクロースの故郷、『 アナ雪 』

の舞台として人気の観光地です。とはいえ、地域

全体で観光が一様に推し進められているわけでは

なく、観光への想いや接し方は人それぞれです。

観光の視線も含めて、サーミ人をめぐる表象の歴

史や将来に関して人類学的研究を進めています。

　ゼミでは毎年、観光にも大きな影響を与えるさ

まざまな情報発信のプロたちへのインタビューに

挑戦しています。昨年は「 フィンランドの魅力を

伝える人びと 」というテーマで、大使館、百貨店、

カフェ、出版社、旅行会社など、フィンランドの

プロたちに聞き取りをお願いしました。学生はイ

ンタビューの成果を整理して大学のオープンキャ

ンパスなどで発表し、調査や研究が単なる勉強で

はなく、社会的な営みであることを自覚します。

現地調査で
コミュニケーション能力を育む

豊田 三佳 教授

　タイ、マレーシア、フィリピンといった東南ア

ジア諸国をフィールドに、高齢化社会における

観光について研究しています。日本人を含めた

外国人高齢者が、医療やケアを求めてこれらの

国に長期滞在し、東南アジア諸国では国家政策

として医療ツーリズムや外国人高齢者のロング

スティを誘致しています。医療や介護の担い手

と受け手が国境を越えて移動する現代社会にお

いて、医療や福祉はトランスナショナルな視点か

ら捉え直す必要があるでしょう。

　ゼミでは、地域住民が参画して「 持続可能な 」

観 光 を 推 進 す る Community Based Tourism

を調査対象にしています。国内と海外で行う現地

調査をとおして、日本の状況を相対化する考察

力や、地域の人びととの交流から学び、インタ

ビューすることができるコミュニケーション能力

を育んでいます。

私たちはなぜ／どのように
旅をするのか

高岡 文章 准教授

　観光を社会学の観点から捉える観光社会学を

専攻しています。観光にはその時代や社会の特

徴が反映されていますが、観光をとおして私た

ちの価値観や社会構造について分析することが

研究の狙いです。天守閣を始めとする歴史的建

造物や歴史的町並みに関心があり、それらとオー

センティシティ（ 本物らしさ ）の関係性に着目し

ています。

　ゼミでは、主に観光客や観光客が属する社会に

焦点を絞り、私たちはなぜ／どのように旅をする

のかという問いについて、メディア、消費、場所、

移動などといった視点から考察しています。学生

には、点数化できる知識や明日使えるスキルでは

なく、概念や理論といった一見すると役に立ちそ

うにないことに慣れ親しんでほしいと思っていま

す。これら「 思考の翼 」を持って初めて、思考は自

由に羽ばたくことができるからです。

※2019年3月退職予定
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大学院 Graduate School of Tourism

日本初の観光学研究科で観光学を究める

　立教大学大学院観光学研究科は、日本で初めて観光学を専門に研究す
る大学院として、1998 年に設置されました。以降、今日に至るまで国籍
を問わず多くの観光学者を輩出し、観光学の進展にグローバルな観点か
ら大きく貢献しています。
　観光学研究科は、2 年間の前期課程と 3 年間の後期課程によって構成
されています。前期課程では、科目履修と修士論文執筆を通じて観光学
に関する高度な知見を身につけ、後期課程では、博士論文の執筆を通じ
て観光学に関するより高度な専門性を身につけます。
　前期課程の修了生には「 修士（ 観光学 ）」が授与され、多くの修了生が
観光関連産業を始め社会でひろく活躍しています。後期課程の修了生に
は「 博士（ 観光学 ）」が授与され、多くの修了生が大学教員として国内外
で研究や教育に従事しています。

［サービス］ＪＡＬエービーシー／アサヒビールコミュニケーションズ／プロダクショ

ン人力舎／ホテルオークラエンタープライズ／ＪＡ三井リース／三菱ＵＦＪリース／

成田国際空港／中日本高速道路／日本郵便／富士ゼロックスサービスクリエイ

ティブ／セルリアンタワー東急ホテル／ニューオータニ／パレスホテル／プリンス

ホテル／ペニンシュラ東京／星野リゾート・マネジメント／帝国ホテル／東京ドー

ムホテル／東武ホテルマネジメント／クラブツーリズム／リゾートトラスト／近

畿日本ツーリスト／三井不動産商業マネジメント／藤田観光／東京都道路整備

保全公社／鉄道建設・運輸施設整備支援機構／日本年金機構／白山商工会議所

［運輸・通信］ＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベル／ＪＴＢコーポレートセール

ス／ＪＴＢメディアリテーリング／ＪＴＢワールドバケーションズ／ＪＴＢ関東／ＪＴＢ

国内旅行企画／ＪＴＢ首都圏／エイチ・アイ・エス／ジェイアール東海ツアーズ／

ジェイティービービジネストラベルソリューションズ／ジャルセールス／近鉄エクス

プレス／阪急阪神エクスプレス／日本旅行／ＡＮＡエアポートサービス／ＡＮＡセー

ルス／ＫＤＤＩ／ヤマトホールディングス／京王観光／三菱倉庫／西日本鉄道／

西濃運輸／全日本空輸／相模鉄道／東日本旅客鉄道／東武トップツアーズ／日

本航空／日本通運／富士急行　［金融・保険］三井住友海上火災保険／日本政

策金融公庫／みずほフィナンシャルグループ／りそなグループ／群馬銀行／三菱

東京ＵＦＪ銀行／四国銀行／七十七銀行／常陽銀行／新銀行東京／東日本銀行／

八千代銀行／琉球銀行／オリックス銀行／三井住友信託銀行／三菱ＵＦＪモルガ

ン・スタンレー証券／オリエントコーポレーション／三井住友トラストクラブ／三菱Ｕ

ＦＪニコス／川口信用金庫／大東京信用組合／あいおいニッセイ同和損害保

険／オリックス生命保険／三井住友海上あいおい生命保険／損害保険ジャパン

日本興亜／第一生命保険／朝日火災海上保険／富国生命保険／明治安田生命

保 険　［製造業］ディーエイチシー／資生堂／サッポロビール／ヤマサ醤油／

敷島製パン／マイナビ／旭化成アドバンス／日立金属／パナソニック／沖電気

工業／三菱電機／日本航空電子工業／日本電気／富士通／日産自動車／日野

自動車／本田技研工業　［情報］エヌ・ティ・ティ・データ／日立システムズ／富

士通北陸システムズ／ＮＥＣソリューションイノベータ／ＮＴＴコム　ソリューショ

ンズ／ＮＴＴデータソフィア／エヌ・ティ・ティ・コムウェア／伊藤忠テクノソリュー

ションズ／楽天　［卸・小売］イッセイミヤケ／日立ハイテクノロジーズ／良品計

画／ミサワホーム／三菱商事パッケージング／三菱食品／日鉄住金物産／ＬＶＪグ

ループ／スターバックスコーヒージャパン／イトーヨーカ堂／そごう・西武／ローソ

ン／丸井グループ／小田急百貨店／イオンリテール　［公務］横浜市役所／警視

庁／国家公務員一般職／山梨県庁／松本市役所／大田原市役所／東京都庁／東京

都特別区／柏市役所／八王子市役所／福島県警察本部／北海道庁／北山村役場／

労働基準監督官／檜原村役場　［不動産・電気・ガス］東京瓦斯／東急コミュ

ニティー／ジェイアール東海静岡開発／三井不動産リアルティ／三菱ＵＦＪ不動

産販売／住商アーバン開発／住友不動産販売／東急ファシリティサービス　［放送・

広告］ＪＴＢパブリッシング／テレビ西日本／東急エージェンシー　［農業・林業・

水産・鉱業・建設］ＬＩＸＩＬ／竹中工務店／東京セキスイハイム／ニチレイフレッシュ

・「日常化」する営み
  ― 五島列島・奈留島における観光と教会の「開かれ」 ―

・戦間期における軍港都市・横須賀の観光

・災害ボランティアツーリズムにおけるニーズへの応答
  ― 益城町総合体育館を事例として ―

・ヒトとシカの民族誌
  ― 奈良公園における「関係性」の考察 ―

・中国厦門市・鼓浪嶼における観光地化に関する研究

・中国雲南省元陽におけるバックパッカー向け宿泊施設の変化

・大都市近郊における農村観光の発展とルーラリティの関係
  ― 上海市祟明区前衛村を事例として ―

近年の主な修士論文タイトル

近年の主な博士論文タイトル

観光学部の伝統にもとづくサポート体制

　

観
光
学
を
学
ぶ
学
生
に
対
す
る
一
般

的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、「
卒
業
後
は

観
光
関
連
産
業
に
就
職
す
る
傾
向
が
強

い
」、「
就
職
先
と
し
て
メ
ー
カ
ー
や
金

融
機
関
に
あ
ま
り
関
心
を
向
け
な
い
」と

い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
以
下
に
示
し
た
デ
ー
タ
か
ら
も
分
か

る
と
お
り
、
こ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
実

際
の
就
職
実
績
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ

て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
観
光
学
部
の
卒
業
生
は
、
観
光

関
連
産
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
や
企
業
に
就
職

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
近
年
に
お
け

る
観
光
現
象
の
拡
大
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

観
光
と
は
関
係
が
薄
い
と
考
え
ら
れ
て

き
た
多
く
の
企
業
が
観
光
分
野
へ
の
進

出
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
観
光
学
を
学

ん
だ
人
材
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
は
増
加
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
観
光
学
部
に
は
観
光
関

連
産
業
へ
の
就
職
を
目
指
し
て
、
毎
年
多

く
の
学
生
が
入
学
し
て
き
ま
す
。
観
光
学

部
は
こ
う
し
た
仲
間
と
出
会
う
機
会
に

恵
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
互
い
に
励

ま
し
合
っ
た
り
、
切
磋
琢
磨
し
た
り
す
る

雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　

3
年
次
の
終
わ
り
が
近
づ
く
と
、
卒
業
後
の
進
路
が
気
に
な
り

始
め
ま
す
。
立
教
大
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

就
職
支
援
体
制
が
充
実
し
て
い
る
ほ
か
、
観
光
学
部
で
も
独
自
の
サ

ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

立
教
大
学
に
お
け
る
観
光
教
育
の
歴
史
は
決
し
て
浅
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
学
部
は
、
長
年
に
渡
っ
て
培
わ
れ
た
伝
統
を
背
景

に
、
観
光
関
連
産
業
で
活
躍
す
る
多
く
の
卒
業
生
か
ら
協
力
を
得
て
、

現
役
学
生
に
特
徴
あ
る
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
学
部
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
専
任
の
職
員
を

配
置
し
、
観
光
学
部
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
観
光
関
連
産
業
で

働
く
卒
業
生
に
よ
る「
ホ
テ
ル
業
界
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」や「
航
空

業
界
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
学
年
を
問
わ
ず
多
く
の
学
生
が
参

加
し
、
観
光
学
部
で
の
学
び
を
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
で
ど
の
よ
う

に
い
か
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え
る
、
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
観
光
関
連
産
業
以
外
の
社
会
人
と
接
す
る
機
会
も
多
く

提
供
し
て
お
り
、
将
来
的
に
観
光
と
関
わ
る
仕
事
を
希
望
し
て
い
る

学
生
に
対
し
て
も
、
そ
う
で
な
い
学
生
に
対
し
て
も
、
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

立
教
観
光
ク
ラ
ブ
は
、
観
光
関
連
産
業
に
従
事
す
る
立
教
大
学
卒

業
生
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
同
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
団
体
で
す
。
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
は
、
観
光
学
部
で
寄
付
講

座「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」
を
開
講
し
て
い
る
ほ
か
、
観
光
関
連
産

業
約
30
社
が
参
加
す
る「
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
」
を
毎
年
観
光
学
部
と
共
催
し
、
航
空
、
鉄
道
、
旅
行
会
社
、

ホ
テ
ル
、
旅
行
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
っ
た
産
業
に
関
心
の
あ
る
立
教

大
学
生
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

立
教
大
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
を「
仕
事
・
職
業
を
含
め
た
、
自
立
し

た
個
人
と
し
て
の
自
分
ら
し
い
人
生
の
あ
り
方
」と
捉
え
、
学
生
に

よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
を

担
う
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
例
え
ば
、
人
生
や
将
来
、
大
学
生
活
や

自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

1
・
2
年
次
と
い
う
早
い
段
階
か
ら
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、「
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
」、「
個
人
相
談
」と
い
う
3
つ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
就
職
活
動
の
進
み
具
合
に
合
わ
せ
た
き
め
細

か
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
進
路
や
就
職
に
関
す
る

悩
み
は
、
学
年
を
問
わ
ず
い
つ
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主な就職先

観
光
学
部
独
自
の
支
援
体
制

立
教
観
光
ク
ラ
ブ

立
教
大
学
に
よ
る
支
援
体
制

教
員
免
許（
中
学
校
・
社
会
）／
教
員
免
許（
高
等
学
校
・
地
理
歴
史
）／
学
芸
員
／
司
書
／

社
会
教
育
主
事
／
社
会
調
査
士
／
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
　
ほ
か

観
光
学
部
の
資
格
取
得
支
援

製造業

13.4%

卸・小売

10.1%

金融・保険

15.2%

運輸・通信

15.5%情報

11.3%

サービス

19.1%

不動産・電気・ガス

4.8%

公務

5.1%

その他

0.3%

教育

1.0%放送・広告

2.4%

農業・林業・水産・鉱業・建設

1.8%

2016年度実績
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